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継続教育プログラムの開発．日本助産学会誌 27(3): 237, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014     
 
52 北園真希，福井トシ子，有森直子，井本寛子，大賀明子，市川香織，江藤宏美：看護職を対象とした HTLV-１抗体検

査後の栄養方法選択支援に関する修正版教育プログラムの実施と評価．日本助産学会誌 27(3)，198, 第 28 回日本助産学

会学術集会, 2014     
 
53 有森直子，福井トシ子，井本寛子，北園真希，大賀明子，市川香織，江藤宏美：HTLV-1 陽性妊婦の栄養方法に関す

るビデオによる意思決定支援プログラムの開発．日本助産学会誌 27(3): 168, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014 
    
 
54 井村真澄，江藤宏美，黒川寿美江，金子美紀，山内淳子，新見紘美，中島ひろ美，東夏樹：新生児がリードする授乳

支援スタッフ教育プログラム開発とその効果．日本助産学会誌 27(3): 197, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014 
    
 
55 松井鮎子，近藤雅美，江藤宏美，赤星衣美，大石和代：周産期における DV スクリーニングと分娩アウトカムとの関

連．日本助産学会誌 27(3): 167, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014     
 
56 鈴木千智，渡邉佳子，江藤宏美，赤星衣美：ハイリスク産科医療施設における周産期データのレトロスペクティブ調

査．日本助産学会誌 27(3): 177, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014     
 
57 坪田幸子，中尾優子，荒木美幸，井手美聡，赤星衣美，佐々木規子，山本直子，江藤宏美，大石和代，宮原春美：長

期入院した双胎妊婦の経験と必要な支援に関する研究．日本助産学会誌 27(3): 89, 第 28 回日本助産学会学術集会, 2014
     
58 近藤雅美，松井鮎子，江藤宏美，赤星衣美，大石和代：ハイリスク産婦の DV スクリーニングと分娩アウトカムとの

関連．第 27 回長崎県母性衛生学会抄録集, 16, 2014.     
 
59 近藤雅美，松井鮎子，江藤宏美，片岡弥恵子，高田律美，増澤祐子：妊娠後期における DV スクリーニングと背景因

子との関連．母性衛生，55(3): 274, 第 55 回日本母性衛生学会学術集会, 2014.     



 9 

60 髙田律美，森 久美子，江藤宏美，草薙康城，今村朋子，井上明子，中越悦子，北原悦子，上野恭子：妊娠後期にお

ける DV スクリーニングと産後 1 か月までのアウトカムとの関連．母性衛生 55(3): 230, 第 55 回日本母性衛生学会学術集

会, 2014.     
 
61 渡邉佳子，鈴木千智，江藤宏美，片岡弥恵子：ハイリスク産科医療施設とローリスク施設（病院と助産所）における

周産期データの比較．母性衛生 55(3): 231, 第 55 回日本母性衛生学会学術集会, 2014.     
 
62 佐々木規子，森藤香奈子，松本正，宮原春美：幼児を対象とした遺伝教育プログラムの実践報告．日本遺伝看護学会

誌 13(1): 40，2014     
 
63 中込さと子，武田祐子，柊中智恵子，佐々木規子：遺伝サポートグループと看護者との協働の方向性．日本遺伝看護

学会誌 13(1): 41, 2014     
 
64 森 歩美, 荒木美幸：胎児への愛着と妊娠中の夫婦間の親密性の関連. 日本助産学会誌 27(3): 161, 第 28 回日本助産

学会学術集会, 2014     
 
65 永井幸代，坪田幸子，佐々木規子，宮原春美：女子学生の月経に影響を及ぼす関連要因と健康状態．第 27 回長崎県

母性衛生学会抄録集 15, 2014.     
 
66 下村愉宇子，松本衣未，佐々木規子，宮原春美：出生前診断に関する大学生の意識調査-看護学生と一般学生の出生前

診断に対する認識の違い．第 27 回長崎県母性衛生学会抄録集 17, 2014.     
  

67 北島謙吾, 永江誠治, 花田裕子, 河村奈美子, 本田純久, 星美和子, 岩瀬信夫, 小澤寛樹：第 20 回 JaSPCAN 学術集会･

子ども虐待防止世界会議抄録集 111, 2014     
 
68 花田裕子, 楠本優子, 小澤寛樹：第 20 回 JaSPCAN 学術集会･子ども虐待防止世界会議抄録集 156, 2014  
   
69 花田裕子, 久真理子, 坂本采也可, 屋理恵子, 中村光, 本多恵子, 永江誠治：困難さを抱えた若者の自立支援の地域の

現状－看護師の参与の可能性を考える－．第 45 回日本看護学会－精神看護－学術集会－抄録集 171, 2014  
   
70 永江誠治, 本多恵子, 中村光, 屋理恵子, 坂本采也可, 久真理子, 花田裕子：アルコール依存症の回復過程と看護師の
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71 花田裕子, 永江誠治：DV 家庭で育ち発達障害と診断された幼児への心理社会的アプローチ．FOUR WINDS 乳幼児精

神保健学会第 17 回全国学術集会震災復興祈念郡山大会 39, 2014     
 
72 大町いづみ：Factors influencing the preferred place of death in community-dwelling elderly people in Japan．長崎医学会雑誌, 
89(2): 152-153, 2014     
 
73 江藤宏美：第 28 回日本助産学会学術集会会長講演：安全（Safe）・安心（Secure）・継続性（Sustainability）～女性

と家族の未来を長崎から発信する～．日本助産学会誌 28 (1):  66-71, 2014      
 
74 江藤宏美：ICM 30th Triennial Congress, Special Report, Reviewer’s Comments．ペリネイタルケア 33（9）: 68, メディカ

出版, 2014     
 
75 江藤宏美：助産師教育機関紹介シリーズ，長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 保健学専攻看護学講座 助産師養成
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会雑誌 37(3): 296, 日本看護研究学会第 40 回学術集会, 2014     
 
77 花田裕子, 永江誠治：学生の学習意欲を刺激する授業づくりの試み～精神看護学のアクティブ・ラーニング～．大学

教育と情報 2: 2-8, 2014     
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研究業績集計表 教室等名：看護学専攻

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2014 31 0 1 1 11 44 22 11 3 2 13 77 106 150

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2014 3 3 23 29 5 6 114 125 154

論文総数に係る教員生産係数一覧

2014

Impact factor 値一覧

2014

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

A-b B-b

0.293 0.5 0.688

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

1.375

38.384 1.2 1.745  


